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動物の紹今 （第16回〉

白たぬき

食肉目 犬科

たぬきが、お寺で和尚さんと遊んだという童謡

は、だれもが一度はうたう歌です。

乙れはズJレさに徹したきつねと対照的なたぬき

のユーモラスな面が歌われていて、おもしろいと

思います。
元来たぬきは、野山にすむ動物ですが、昔は人

家に非常時近したととろ川、た く~~~~すんで
いました。それがため旧東京市内にも狸穴町とい

う町名が残っている程です。今でも大阪市内で、

ときどき捕獲されます。今年の3月3日住吉区南住

吉町で下水工事現場のコンクリート管内lζ潜入中

を捕えられ、新聞に報道せられたのも、まだど記

憶の方もあるかと思います。

たぬきは、食肉目、犬科、たぬ

き属で、本邦の本州、四国、九州
lζは本州たぬきがすんでいます

が、北海道lとはそれより一回り大

きいえぞたぬきがすんでいます。

またその亜種は、朝鮮半島、旧満

洲に及んでいます。

体毛は南方のもの程 赤 l床が強

く、四肢、 肩、顔面の黒色部lとも

褐色毛が混入しています。 北方の

ものKは逆に赤味が少なく 、票、色

部も漆黒です。毛は皮革としてよ

り、毛筆としての方が貴ばれてい

ます。

すべての動物には、色素欠乏症

（アルビノ）をお乙す素因を潜有

しています。

たぬきも例外でなく、 写真のような白たぬき

が、まれにできる乙とがあります。 ζ の白たぬき

は現在本国で飼育中のもので、滋賀県香郡木本で

捕獲され今年5月18日に入国したものです。その

以前には昭和33年に福井県で捕獲されたのが2頭

おりましたが、いずれも老令で死亡しました。

白蛇が大変質ばれているのに、地方地方で数え

きれない程のたぬきにまつわる物語りがある中

で、乙の白たぬきの活躍がないのが残念です。

白たぬきは、体は白くても一般のたぬきとなん

ら変ったと ζ ろはありません。

たぬきは非常K驚くと仮死の状態lとなります。と

れを、有名なたぬき寝入りと云われています。

神経系 K異常があるためであろうといわれてい

ます。ζ のようなζ とは、犬科の犬、きつね、お

おかみ、などには全くみられません。ですから犬

科のtj-1でも、 ちょっと知能が低いのではないかと

もいわれています。たぬき寝入り（仮死）は敵を

あざむく非常手段であって、決して人聞のそれの

ような、のどかなものではな く、命がけなので

す。有袋類のオポッサムや、鳥類の中にもよ くみ

られます。

たぬきは犬科でありながら、なかなか木登りもー
上手です。ζれは ビワ、柿、ナシ等果実を好会す 一

る食生活からきたものでしょうが、追われると木

lζ登ります。叉逃げるためでなく木iζ登ってなん ｛ ） 

となく周囲を眺めるという好青心の持主です。乙

れをたぬきの見物と云われています。動物園でも

鉄柵の上lζ登って長い時間ただなんとなく遠くを

眺めている姿をよ く見受けます。

穴を掘るのは、あま り上手でな

く、他の動物が見捨てた穴を失敬

したりお寺の床下を住家にしま

す。

案外きれい好きで巣の近くのー

ケ所に糞をするととろを定め、親

も仔もそ乙で必ず封｜：糞します。乙

れが又有名なたぬきの 「ためく

そJと呼ばれているもので、猟師
は乙れを目以lとしてたぬきを捕え

ます。 自分の居所がすぐ分って し

まうという乙とに無とん若にせっ

せと排糞を続けるととろlともたぬ

きらしいものを感じさせます。 --'r・ 
たぬきの瞳孔をよく見ますと、 、

犬の円型、きつねの針 状に比し ノ
て、その中間の結円型です。

性周期は1年1度春lζ訪れますから 3月頃交配して

62日で出産します。食物は野ねずみが大好物、限

虫類、昆虫それに前記の果実類です。

（松岡 ）J!:溺）

表紙の 写 真 説明

あかカンガ ール

暑いオーストラ リアからやってきてもう数年にもな
りますが、やはり日本の夏は苦手のようで、いつも
涼しい木陰でねそべってばかりいます。しかし、も
のIC驚くと長く太い尾でパタン、パタンと地面をう
ちながらi時速70kmぐらいのスピードで跳ねながら
走ります。
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飼い方シリーズ（第14回）

鳴く虫の飼い方

今夏は例年になく暑さが酷しく長 く続 きまし
た。しかし 9月も半ばを過ぎるとさすがir朝夕は
めっきり涼しさが増し、秋の訪れが日どとK感じ
られるようになってきました。乙うしたとき、秋
の夜長に虫の音を静かに聞くのは、きわめて趣き
のあるものです。
古来、虫の音は多くの人々に愛され、文学iとも

J 守残されています。しかし此頃のように公害と喧騒
の大都市では、そういった情趣がすっかりなくな
ってしまいました。ただ街の公園や庭の片隅にと
おろぎのI！尽く音が聞かれるのみになってしまった
ようです。

しかし虫の音を愛好する人たちは、これら秋の
小さな楽士たちを人工飼育して、年中虫の音を楽
しむ工夫をしました。
それで今回は鳴く虫の飼い方を簡単にど紹介し

ましょう。
縁日などで夜店の虫屋から買ってきて、親 （成

虫）だけ飼って鳴き声を聞くKは、餌を与えさえ
すればよいのですから簡単です。主食として、キ
ウリ 、ナス ビ、 ナシ、スイカなどを与え、副食と
して小鳥用のすり餌や、 かつお節を与えます。
特lζ共食いをするキリ ギリス、コオロギ、 マツ

ムシκは副食の動物質の餌を忘れないようκ。す
り餌はキャベツの葉にのせて与えます。餌は1日l
回午後与えるように します。
容器は、かどより広口のガラス ピンの中に士を

入れたものの方が長生きします。
直射日光の当らぬ所に置くように します。
つぎに産卵から成虫まで簡単に飼えるスズムシ

の飼い方についてど紹介します。
広い口の直径15～2Qcmのガラス容器K、細か

く砕いた赤土か、畑土を焼いて消毒したもの又は
赤土と畑土を半々のものを、ふんわりと 5～6cm
の深さに入れます。

その上iζ小石を5～6コまとめて置いて下さ
い。ζれに露を吹いて、かすかに 湿気を与えま
す。ふたは金網か丈夫な布を使います。

ζの中lζおす5匹にめす3匹位の割で 入れま
す。餌は、きうり、なすびの種子を除いた部分を
小さく切り、とれを2ま揚枝か竹にさして地面に
立ててやります。

あまり食べないようでしたら、濃い砂糠放を塗
ってやるとよろしい。
その他に副食と して、かつお節かジャコの焼い

て干したものを与えてやって下さい。

交尾がすむと、おすは死んでいきますので遂次
取り除きます。産卵期の 9～10月になると、めす
の腹はふくらんできます。

そして長い産卵器を土の中にさし込んで産卵し

ます。めすも産卵が終ると死んでしまいますの
で、餌の残りやどみと共lζ取り除き、他紙か布で
ふたをし、l匠い縁の下などlとおいて卵を越冬させ
ます。
春lとなって暖くなると、卵は発育を始めますの

で、 4月頃縁の下から取り出して謡吹きで湿気を
与えます。

そして、あまり闘の当らない部屋においてふ化
を待ちます。

5～6月lとなるとふ化して幼虫となりますの
で、餌として砂糖を塗ったなすぴの細片とすり餌
( 3分）を薄めてキャベツの葉に塗ったものを与

えます。
餌は1日1困、古いのは捨てます。
途中で死ぬ幼虫も多いので死んだらすぐ取り除

いてやって下さい。
おす、めすが判るようκなると、必要iζ応じて

分けて育てます。
成虫になって4～5日たつと鳴始めます。
スズムシは、暑すぎるのをきらいますし、7｝＜.を

やりすぎても死なせます。
スズムシを四季を通じて鳴かすlとは、幼虫のと

きK死なない程度に冬の寒さや夏の暑さに人工的
にさらすのです。
おわりに京都の鈴虫寺の和尚さんのよいスズム

シを育てるコツ 3カ条とは
① 虫ir愛情をもっζ と
② 片l時も虫を忘れない乙と
＠ えさを十分にやり、広い嵐0Tで運動させる乙

と だそヲです。

（樽 本 勲）
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↑行儀よく並んで鯵を食べ

させてもらうキングペンキン

←牛肉のミンチと生卵の賞味のfこっ

ぷり入った牛乳｛こ満足そうな大あ

りくい

乙乙 lといろいろな動物の健峻ぶりをど紹介しましょう。

←Tーだけで珍キ足

！ともリンゴをつ

かんで・．．．

オランウータン

ー天高く馬肥ゆる秋H 動物たちの食欲も 日増しに増え、
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なかなかの美食→

家のゴリラ君

朝食ICは生卵、

はちみつ入りの

牛乳を飲ませて

もらう

パカの大ログ

ζi1.は失礼

大きな口をあけて

にんじん、ばれい

しよなどのね‘り餌的つ。

ー＋ペリカンもが然食

欲が/J＇，てきました

~きたフナをまる

欽み

’天高く馬j肥ゆる秋n

秋は我がものとばかり

ilj・1主の山IC挑戦する

グラン トしまうま

↑J馬肉をパクつく インドひょう

さるぬの日本ざるのおすが老衰のため死にました。
23.ジェンツーペンギンが1羽i協の病気のため死lζました。

25.天ヨ－.t）＇純物闘のihAfi!K実ったバナナをチンパンジーのキャ

ンデーちゃんが、もらいIC行きました・パナナ狩り‘にふ
るさとのアフリカをしのんでいるように大はしゃぎでした

27. llR和41年度の改造工事が始まり、ステージや京門の工事lζ

-ti＇工しました。
30.動物交換で、まんとひひのめすが入国しました。長い間さ

びしがっていたおすは、大はりきりです。

31. らくだが下痢をおとしていますので、薬を与えています。

さいの巡動場iζ戸jをみがく木をたててやりました。

5
 

した。なかなか食欲旺盛で、ハツカネズミを3匹ペロリと
食べてしまいました。

16.ジェンツーペンギシの 1羽が、足の裂に大きな7 メをつく

って弱ってきました。
18.今年人工ふ化したインドくじゃくのひな25羽は、かもしか

園IC放し飼いするために片ゑl般を切断しました。

19.アイスラン ドから卵を取り得せ人工ふ化IC成功したおかよ

しがもは、頚が極端に刷ってしまい、身体のパランスがと

れなくなり死んでしまいました。

22.とからうまの 1ii.tiが桁lM（おなかいた）を起しましたが、

治療の結果翌日ICはほとんどよくなりました。

フンボルトペンギンがふ化し、ζの日初めて親についてプ

ールIζ入りました。

37.l。Cの暑さを記録しました。

キングペンギンなどの入っている冷日ーペンギン宅の機敏も

フル運転でした。

12.今年の6}j 5日生まれのくろぎるの必ちゃんは、お隣りの

さるrci変みつかれ手にけがをしましたが、すぐ元気になり

ました。

13.一昨年生まれのボンネットざるのとどもが急死しましたの

でi凋べますと、腸重畳を起していました。

14. ilT大傑検l援の締獲したツ・ン7 ヤマネコが預託され入図しま

7. 

8. 

4 

8月動 物園日記
先月25日IC入園した南アメリカの珍応セリ－ 7 夫婦は、乙

の日初めて新聞、 テレビICよって市民の皆さんICお目見m
しました。

2羽のキングペンギンが、6月初めから抱卵を続けていま

したが、1コは縦桁卵、他の1コは、ほとんど完全な発育

をしていたのに、ふ化直前IC死んでしまいました。しかし

来年K希望がもてるようになりました。

チンパンジーのキャンデーちゃんは、顔IC頑固な皮府病が

できてしまいましたので涼しい艦に移して治療しています

1. 

3. 

5. 



’＼。ツトを訪ねマ

八尾市山城町 1の白

井上 薫 き ん

団地ばやりの今日 乙の頃、 ζれは珍らしい犬の

問地があると聞いて八尾の井上注んのお宅を訪ね

ましfこ。

近鉄八尾駅から徒歩で約5分、閑静な住宅街の

一角lζ近所でも評判の犬好きの井上さん 宅があ

る。八畳二聞の部屋の回り』とは、二階建ての2D

KならぬワンDK？がズラリと並び、一室一頭の

；切合で室を占領している。

との部屋のまん中でど夫婦がやすまれる。

「とのように手近に置いて絶えず注意して育てる

ζ とが一審大切です。夜中』ζセキ一つ聞えてもす

ぐ見に行けますからJ

とのように昼間はもちろん、夜も犬と共にある

井上さんど夫婦は、文字どおり犬と起居を共にし

ておられる。

マノレチース10頭、スバニーJレ2頭、ポメラニア

ン1頭計13頭が現在の住人で、 数々の トロ フイー

や賞状に囲まれた応援室で、スバニーJレの頭をな

でながら「終戦後工場の番犬用lζ、と日本犬を飼

ったのが、犬とのつきあいの始まりで、その次に

スバニーJレを飼いました。ポポという名前でした

が、 ζ れが非常・1c賢い犬でとにかく人の話す言葉

は全部理解するのはもちろん、他の犬のシツケま

でしました。

例えば食事中同居犬の行儀が悪いと、おζ って

関したり、 「注射」といえば、先生のひざの上に

汁を持って行って「サア頼む」と云わんばかりの

犬でした。

聞きわけの良いととは子供以上で、総理大臣n:
や数々のfl・も受け、TVの「ワンヲン物語」にも

出場して、人気投京でかっさいを博し、 一席に入

賞するという可愛いい犬でした。 ζのポポのお蔭

で、犬たちの柔順で人を裏切らぬ性絡K魅入られ

て、だんだん数も増え、一時は50頭以上も ζの団

地iζ住んでいましたJ

話の最中でもソファーや床の上で、犬たちが静

井上さ ん と愛犬

かに聞き入っている。行儀が良いので「しつけも

ζ うたくさんだと大変ですね」とお聞きすると、

意外にも「しつけは放任主義ですよ」とのζ と。

「雌乳期頃から使のしつけだけは、キチンとやり

ます。家の中で始めると何回も何回も隆にある功・

用トイレまで連れていってさせます。何 しろとん

なにたくさんいるのですから、大小便の始末だけ

は、キチンと一定の場所でするよう心がけていま

す。その他は大体犬の気持ちをくんでやれば、そ

んなにガミガミ云わなくても、自然にしつけは出

米るのではないでしょうか」とのζ とでした。

飼育のコツは、食事に注意する ζ と、特におい

しく食べているかどうかを見る、も う一つは迎動 』 F

をさせる、ζ との二点を強調されました。 「 ‘

井上さんは、朝 5時半頃から 2頭づっ15分間位 ノ
迎動されているそうです。

又食事は、今日は魚、明日は肉、別後日はカシ

ワと、交替で各々野菜と共にたいてい 二度 だき

のど飯と共iζ与えておられます。 「食＇lTの準備も

大変ですネJというと「犬の苦ーぶ顔を見ると苦労

も何もありません。外出先でも犬のζとが気にな

って早く帰るようになり、姿を見て飛んでついて

来るのをみると、何もかも忘れます」と話される

井上さんのお顔には、犬を人生の友とした苔ぴが

満ちあふれていました。

(q1川道則）
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大ツシマヤマネコご入来

8月11日対馬の山中で捕えられ、長崎から急行「平

戸Jで送られて、 8月14日朝大阪IC,j'iき、動物園の一時

収容舎に落将きました。11：.後 3ヶ月のメス赤ちゃんです

が、さすがにヤマネコだけあって迫力充分。人が近ずく

とキパをむき「フッ、フウーッ」と低くうなりながら飛

びかかる仕草をみせます。

「ニヤーオ、ニヤーオ」の家ネコなどその比ではあり

ません。餌の小ネズミを入れると前足で押え、ヒキムシ

ッテ食べます。

乙れはも幻の動物． ・滅びゆく動物．といわれ約50年

前IC絶滅したといわれるニホンオオカミと同じ運命をた

どろうとしている動物 ・ツシマヤマネコを捕えんものと

昨年K引きつづき対馬に渡った大阪市大探検部のツシ7

~ ヤマネコ調査隊（隊長抑制服Jll.!;c子大助教授隊員9

人）が、8月2日から全烏にわたり‘ツシ7 ヤ7 ネコ作戦、

を展開10日自にしてついに捕えたものです。日本列島成

立のナゾをとくおm:な資料となるやも知れず、ユメ「タ

イサンl!l°;j勤して小ネコ一回」などというなかれ、です。

長崎県対馬にだけ生以し、レオノマード・キヤッ卜（ひ

ょうねと）の名のとおり、下腹、足などにヒョウの斑点

があります。

ベンガルヤマネコのnEF.li。
なお、本稿の詳細については、本誌次号、ツシ7 ヤマ

ネコ特集号‘をど党下さい。

大チ ンパンジー ミキ ャンデーちゃんミ は

バナナ狩 り

8月25日朝、動物園の人気者・・キャンデーちゃん．が

フルーのショーツICストローハットのイカススタイルで

隣りの天王寺植物i/J窓（古川健治所長）へバナナ狩りに

出かけました。

動物園ニュース

とれは楓吉宗内のバナナが例年忙なくみどとにたくさん

色ずいたからと‘試食会.1cm待されたもので、早速バ

ナナの木に主まってモグリ、モグリ。暑さも忘れて楽しい

ひとときをi/fJJどし、たくさんのモギタテのパナナをもら

って帰りました。

大動物園秋の催し物

動物愛護週間中（9/20～9/26）の催しとして家畜動物

総合感謝祭が9EJ23日（秋分の日〉。日頃私達のために

いろいろと役立ってくれている家畜や動物K感識の気持

を棒げるための行事です。 9月22日iζは幼稚園児たちが

動物たちお好みの食べ物をもって勤物毘を訪問します。

その他迎n.u111動物愛護図陸！の展示などいろいろの行事が

行なわれます。

毎年恒例の秋の動物園まつりは10月10日から11月10日

まで。 J問問中数々の裂しい催し物を準備して動物たちと

共にお勉しをお作ちしています。

大扇形野外大ステージの建設に着工

総工政500万円をかけて、昨年11月に完成したカモシ

カ放飼悶袋広場ICli!殺するもので、本月から工事に取り

かかり、今秋11月中旬完成予定。旧ステージが39年12月

IC撤去されたままで行事の開催ICも不便が多く、お客様

ICも何かともの足りなさを感じさせてきましたが3000人

収容できるζのステージが完成すれば市民の方々も、多

く診加していただけるような楽しい催し物をたくさん企

阿しております。今秋の動物園まつりには間にあいませ

んが、まず手初めに来者、 「野外ステージ完成記念Jと

銘うって、盛大にステージ聞き 「容の動物園まつりJを

開催いたします。ど期待下さい。
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